
神戸大学経済学部は、本学部が定める学位授与に関する方針および神戸大学が定める 
教育課程の編成及び実施に関する方針に基づき、以下の方針に則り教育課程を編成及び 
実施する。 

 
１．幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養し、本学のすべて 
の学生に共通する学修の目標を達成するため、教養科目を開設する。 

 
２．深い学識と高度な専門技能を培い、本学のすべての学生に共通する学修の目標およ 
び本学部が定める学修の目標を達成するため、専門科目を開設する。 
・経済学の「専門性」を体系的に身につけるために、基礎的な専門的知識・能力の習 
得をめざす 1 年生向け基礎演習、初級経済学、経済史、統計学、経済倫理と思想等 
の必須科目を履修した上で、高度な知識・能力をめざす専門科目、上級科目を履修 
する段階的カリキュラムとする。 

・論理的・数理的に思考する能力を身につけるために中級ミクロ経済学、中級マクロ 
経済学、経済数学等の基礎理論系科目及び計量経済学、経済統計学等の数量分析系 
科目を開設する。 

・社会において生じている事象を的確に分析し、その事象を解明できる能力を身につ 
けるために金融論、公共経済学、国際経済学、経済政策基礎論、日本経済論等の応 
用系分野別科目を開設する。 

・分析、解明したことを総合し、的確に表現できる能力を身につけるために研究指導 
等を開設する。 

  
３．授業は、講義、演習、実験、実習、実技のいずれか、又はこれらの併用により行う。 
 
４．成績評価は、筆記試験、レポート、参加度、発表内容等により、学修目標に即して 
多元的、包括的な方法で行う。 



経済学部カリキュラムマップ

(Q3・Q4) (Q1・Q2) (Q3・Q4)

中級ミクロ経済学 中級マクロ経済学 経済倫理と思想

経済史 経済数学

プログラミング入門 計量経済学 経済政策基礎論 ゲ一ム理論 現代技術論 環境経済論 国際貿易論 国際マクロ経済学 金融論

公共経済学 中国経済論 ヨ一口ツパ経済論 ミク口デ一夕分析Ⅰ・Ⅱ Intermediate Microeconomics Intermediate Macroeconomics 国際経済学 日本経済論

マクロ経済学の潮流〇 経済統計学〇 プログラミングと経済分析 中近世日本経済史〇 近現代日本経済史〇 中近世西洋経済史〇 近現代西洋経済史〇 経済政策原理〇

経済体制論〇 産業組織論〇 社会政策〇 食料経済論〇 社会保障〇 人ロ政策〇 労働経済学〇 財政学〇

国際金融論〇 ファイナンス〇 地域創生論〇 開発経済学〇 国際経済政策〇 アメリ力経済論〇 アジア経済論〇

その他随時開講科目 その他上級科目

(〇印は原則隔年開講〉

線形代数入門1・2 線形代数1　　 線形代数2

線形代数3　 線形代数4

微分積分1　　 微分積分2

微分積分3　　 微分積分4

教養科目（外国語系）「外国語第Ⅱ」中級

必修科目 研究指導

1年次 2年次 3年次 4年次

(Q1・Q2)

企業・公的機関等による実践的科目

基礎演習 研究指導Ⅰ 研究指導 Ⅱ

初級経済学

統計学

経済学のフロンティア 選択科目

教養科目(総合系）の一部の科目

共通専門基礎科目

微分積分入門1・2

特別教育プログラム

〔法経連携〕  民事法基礎、法経総合概論、法経連携基礎演習、法経連携演習、問題解決実践研究、法経連携国際ワ一クショップ、修了研究

[ESD]  社会コミュ二ケ一ション入門、ESD演習Ⅰ・Ⅱ

[IFEEK]   IFEEK特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、Global Economy、Japanese Economy、Advanced Macroeconomic  Analysis I、Advanced Microeconomic Analysis I、Advanced Econometric Analysis I

教養科目

教養科目(基盤系)

教養科目(人文系・社会系・自然系・総合系）

教養科目（外国語系）「外国語第Ⅰ」

教養科目（外国語系）「外国語第Ⅱ」初級
教養科目（外国語系）「外国語第Ⅲ」

教養科目(健康･スポーツ科学系)
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